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令
和 

七 

年 

二

月 

一
日  

発
行

い
い
ま
ち
づ
く
り
観
音
寺
輝
き
隊
通
信

③：え答

『
輝
き
隊
通
信
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
』
と
検
索

ま
た
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
こ
の
通
信

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
観
音
寺
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
輝
き
隊
通
信
は
閲
覧
で
き
ま
す
。
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琴
弾
公
園
の
池
付
近
に
集
合

み
ん
な
で
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。
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問
い
合
わ
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◇
◆  

公
園
清
掃
日
に
つ
い
て  

◆
◇

今
月
の
清
掃
日
は 

２ 

月 

３ 

日 

で
す
。

午
前
八
時
～
九
時
（
雨
天･

･

2

月 

日
）

【
琴
弾
公
園
の
今
昔
物
語 

① 

】

《
西
山 
彰
》

県
立
琴
弾
公
園
は
明
治

年

月
に
開
園

式
を
挙
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
香
川

県
政
史
年
表
や
観
音
寺
市
誌
に
記
述
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
当
時
〔
琴
弾
公
園
の
開
設
に
貢

献
し
た
人
た
ち
〕
の
一
人
と
し
て
西
山
彰
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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西
山
彰
は
琴
弾
公
園

の
広
大
な
敷
地
の
一
部

を
提
供
し
、
私
財
を
投

じ
て
基
礎
工
事
を
遂
行

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

大
き
な
業
績
が
あ
っ
て

西山  彰

こ
そ
、
公
園
の
設
立
が
実
現
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
彼
は
徳
島
県
阿
波
半
田
の
松
浦

家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、

歳
の
時
に
観

音
寺
市
の
京
極
藩
筆
頭
大
庄
屋
西
山
家
の
西

山
茂
登
彦
氏
（
叔
父
）
の
養
子
と
な
り
、
明

治

年
に

歳
で
家
督
を
継
ぎ
ま
し
た
。
以

来
、
彼
は
志
を
常
に
公
益
に
傾
け
、
徳
島
県

美
馬
～
琴
平
線
の
改
修
工
事
、
財
田
川
堤
防

修
築
工
事
、
貧
困
家
庭
の
救
済
な
ど
に
莫
大

な
費
用
を
寄
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
会

議
員
や
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
の
ち
昭
和
７

年
に
観
音
寺
町
長
に
就
任
し
、
昭
和

年
ま

で
地
域
の
発
展
の
た
め
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

実
業
界
で
も
活
躍
し
郷
土
の
発
展
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。
昭
和

年
に

歳
で
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
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【
琴
弾
公
園
ク
イ
ズ 

70 

】

公
園
内
に
は
野
外
音
楽
堂
が
あ
り
ま
す
が

今
か
ら
何
年
く
ら
い
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
し
ょ
う
か
？

①
約

年
前  

②
約

年
前 

③
約

年
前
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◆ 

い
い
ま
ち
づ
く
り
観
音
寺
輝
き
隊 

◆

私
た
ち
は
「
琴
弾
公
園
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
」
を

主
な
目
的
に
し
て
い
る
小
さ
な
団
体
で
す
。
歴
史
的

な
も
の
を
見
直
し
郷
土
愛
を
高
め
、
ま
ち
を
、
も
っ
と

元
気
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
五
年
の
節
分
は
二
月
二
日
、

恵
方
は
「
西
南
西
や
や
西
」
だ
そ
う

で
す
。
節
分
に
恵
方
巻
を
食
べ
る
と

い
う
習
慣
は
「
戦
国
時
代
に
武
将
が
巻
き
寿

司
を
丸
か
じ
り
を
し
て
出
陣
し
た
か
ら
」
と

か
、
「
江
戸
中
期
の
商
売
繁
盛
祈
願
か
ら
始

ま
っ
た
」
と
か
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
私
が

子
ど
も
の
頃
に
は
こ
の
風
習
は
無
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
一
般
に
広
が
っ
た
の
は
こ

こ
三
十
年
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
仕
掛
け
人

は
ど
う
や
ら
コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う
で
す
。
主
婦

に
と
っ
て
は
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
な
く

て
い
い
の
は
す
ご
く
あ
り
が
た
い
の
で
、
す

ぐ
に
流
行
に
乗
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
七
福
神
に
ち

な
ん
で
、
七
種
類
の
具
を

使
い
、
恵
方
に
向
か
っ
て

無
言
の
笑
顔
で
丸
か
じ
り
。

な
か
な
か
に
不
気
味
な
光

景
で
は
あ
り
ま
す
。
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